
加工・業務用野菜のサプライチェーン強靭化に向けた
スマート化システムの試験及びその有効性の調査

農家と事業者の連携DXコンソーシアム
Farmer and Business Collaboration DX consortium

最新の自動認識を利用したスマートサプライチェーンでの安全安心
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https://apl.or.jp/?page_id=6079

実施スケジュールと実務フロー、集積データの利用などについて
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調査開発スケジュール

１月25日～ 6月～8月 9月～11月 12月～1月
1st.cool 2nd.cool 3rd.cool 

コンソーシアム立ち
上げ準備～申請
1. zoom会議と農家

とは現地対応での
業務用カット野菜
への期待、課題、
などの聞き取り

現状の確認と現行システ
ムでの仮運用
1. 農家、カット野菜事業

者の現状調査
2. 農家からの収穫梱包時

期の連絡
3. 商品コード、ロットな

どのルール策定
4. システム登録
5. ラベル作成発送
6. ラベル添付とアクセス
7. アクセス履歴による収

穫情報を実需者に通知
8. 実際に発送し荷受け側

のアクセス履歴取得
9. 成果の評価

システムの試運転を
利用し作業フローの
改善度の評価
1. ラベルプリンター

の試験利用と評価
2. 収穫情報マッピン

グの利用と評価
3. 課題の整理と課題

解決のための検討
4. システム最終工程

への指示だし
5. 実需者の負担軽減

の評価聞き取りと
課題整理

システムの想定機能
と農家、カット野菜
事業者の評価調査
1. 不具合をはじめと

する実用化への課
題

2. 実施前と実施後の
実際の野菜供給量
の量や価格、輸送
に関する今後の課
題整理と取りまと
め

3. 報告書の作成
4. 次年度以降の計画

とりまとめ

コンソーシアムメンバーとの連携で課題洗い出しと構築シス
テムによる効率化の目標達成率の確認

業務用カット野菜やQR
コードへの関心度など 全体のイメージは次ページ

2025/2/4 (C)PROCONSULTS for APL2025.02 2



スマホで専用QRで収穫情報、
出荷予定日などを登録
もしくはFAX、電話など

1stcool 手渡し、紙の伝票での取引

決められた販売先の規格のものを
販売、それ外は廃棄も多い

収穫物を洗浄などの一次処
理を行いビニールに入れ通
箱に箱に入れ、ラベルを箱
に貼る

余ったもの
通常取引き

コンソーシアム事務局
1. 登録情報や連絡を受けシステムに手入力、ラ

ベルデータを制作、データを送り、農家がプ
リンターで出力

2. できない場合は事務局からラベルをレター
パックで送付

ラベルを貼ってそのQR を
scodtでスキャン

着払い送り状で指定
場所に発送

荷受け側でQRを
スキャンする

アクセスデータ
出荷 荷受け情報

市販ラベルに
面付けしたPDF

1 2

34

5

7 8
9
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現行システムを利用したサンプリングデータ
デバイス
トークン

商品
コード ロット

コード

アクセス数
（出荷、荷
受け数）

出荷日、
荷受け日
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収穫してカット野菜に売りた
いものを選んでハンディプリ
ンターでラベルを印刷します。

2nd cool
農家の方がいつでも売りたい野菜の情報を発
信しそれがリアルタイムに可視化共有するこ
とができます。

コンソーシアム事務局
1. 円滑な運用ができるようにサポート

します。
2. 農家と実需者の聞き取り、実務上の

課題の調査、アンケートなどをもと
にシステムの改良を進めます。

ラベルを貼ってそのQR を
scodtでスキャン

着払い送り状で指定
場所に発送

荷受け側でQRを
スキャンする

アクセスデータ
出荷情報 荷受け情報

RFID/QRで
移動履歴
も可視化

1

2

3

4
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3rd cool
1. コンソーシアムでの試験運用を継続しシステム
導入の評価検証を取りまとめる。

2. 次年度以降の課題抽出とソリューションの整理
3. 報告書作成

ラベル出力時に登録出荷時にQRにアクセスした生
産者のデバイスのトークンコードとGTIN＋LOTに
紐ついた情報（生産者情報、出荷品種、量、価格、
発送先などは全てこのコードのホルダーに格納さ
れている）により、いつでも総量、販売したもの、
できなかったもの,同履歴などの集計がリアルタイ
ムにできる。

品種でのソート

品種・端末でのソート

品種・アクセス位置
情報でのソート

情報はCSVで出力
されるので、Excel
に変換し様々な解
析、マッピングな
どに利用できる。

アクセス履歴一覧
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当該事業の目的と次年度及び2年後以降の計画
1. 当システムにより、これまで不可能であった生産者によるアクティブな食品原材料デジタルト

レーサビリティが実現、これまでの様々な課題を解決し、出荷後の生産者の製造物責任を全うで
きる。

2. 手作業などの労働負担軽減、収穫から販売までの一元管理がデジタル化し、農家がこれまで大き
な負担であった収穫後の労働の簡略化、これまでに前例の無い完全なリアルタイムD2C取引が実
現する。

3. さらに、万一加工食品などの２次3次利用された食品の安全上のトラブルでも、グローバル標準の
GS1ルールによるトレーサビリティでの安全確保が実現する。

4. 次年度以降は物流システムとも連携し、自動集荷配送を組み入れ、農家、加工者側、物流効率化
も視野に入れる。実施範囲を全国に広げ、国産野菜の無駄のない業務用カット野菜に利用促進す
る。地域の閉塞的な収穫情報、物流システムへの負担軽減、物流システムのRFID/GS1 2Dの併用
による移動中のデータ管理の精度向上が期待できる。

5. 3年目には電子マネー決済なども組み込んで、食品の原材料から販売、また業務用カット野菜とし
て再販される時も、GS1標準で世界の流通小売自動認識システムに対応、そして最終利用者にも
農家の発信した情報が多言語で再購入も可能になる。

6. 本年8月から開始される北米でのKrogaer、Walmartの取引要件にまさに合致し、彼らが恐れる食
中毒などの被害未然防止・再発防止ができる大きな信頼性を世界初が実現する。
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この取り組みは、表題の目的を実現するため
に参加される農家さんやそれぞれの専門知識
や技術を持ち寄り、協力しあう仲間が集まり
進めています。

関心のある方々が多く集まり、日本の美味し
い安全な野菜の利用促進を実現しましょう。
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農家と事業者の連携DXコンソーシアム
事務局 東京都板橋区氷川町４７－４ アビタシオンK  1F
https://apl.or.jp/?page_id=6079
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